


















実施日程については、公開講座テーマ 1は 2007年 5月 2日から 5月 11日の 4回、公開








































































































































































































































































画に中心的に関わったメンバーによる座談会を 12月 16日に行い、その成果を別冊 17号に
掲載することとした。
この企画を通して互いに出会った人びとが継続的にインドと対話し、「グローバル化の中
の真の豊かさ」とは何か、という問題を自分自身の問題として考える場を今後も企画してい
きたい。インドから広げてアジアの他の地域を視野に入れて「グローバル化の中の真の豊か
さとは何か」という問題提起を継続して検討できることを願っている。また今後もガンディ
ーやタゴールの思想の今日的意義について学生を交えての研究会を継続したいという希望が
あり、規模は小さくても持続していきたいと考えている。
最後に企画段階から実現に至るまで企画委員会を支えて下さった ICUアジア文化研究所
のメンバーとスタッフに心から感謝を記しておきたい。さらにこのプロジェクトをゼロから
立ち上げて構想を作り実現に至らせた新津先生の発想力とたゆまぬ努力に驚きと感謝を記し
たい。またこのプロジェクトの印刷物のデザインや作成において、細々としたあらゆる雑務
に多大な貢献をしてくれたアジア文化研究所準研究員の戸田真紀さんに感謝を記しておきた
い。
